
参考④                                                                           

ＮＰＯりすシステム（2021.1） 

 
（年号）○○年 第○○○○号 

 

 遺 言 公 正 証 書  

 

本公証人は、遺言者（ここにあなたの名前が入ります）の嘱託により、証人○○○、同○○○の立会い

をもって次の遺言の口述を筆記し、この証書を作成する。 

 

第壱条（決済機構への遺贈） 

壱 遺言者は、遺言者と生前契約受託機関特定非営利活動法人りすシステム（所在地 東京都豊

島区巣鴨五丁目参五番参七号、代表理事 杉山歩、以下りすシステムという）との間で別途

締結した生前契約基本契約（付属文書によるものを含む）に基づいて、りすシステムが行っ

た契約履行に要した対価の限度額を、金○○万円也とします。 

弐 遺言者は、前項の金○○万円也を、生前契約履行に要した対価に充てるため、特定非営利活

動法人日本生前契約等決済機構（主たる事務所の所在地 東京都千代田区麹町四丁目五番壱

〇号麹町アネックスビル弐○壱号、以下決済機構という）に遺贈しますから、決済機構は生

前契約履行に要した対価を、りすシステムに支払ってください。 

第弐条 前条の生前契約の内容については、遺言者とりすシステムとの間で締結した、生前契約基本

契約書のとおりとします。 

第参条（遺言執行者の指定） 

壱 遺言者は、本遺言の遺言執行者として、前記決済機構を指定します。決済機構は、遺言者の

遺産の換価その他遺言者の名前で契約している貸金庫の開扉、内容物の受領等を含め、この

遺言の執行に必要な一切の権限を行使出来るものとします。 

弐 決済機構は、遺言者とりすシステムとの間の生前契約の履行が完全なものであることの確認、

不完全な場合の履行の催告、代金の減額、支払拒絶等を行ってください。 

参 決済機構は、第弐条による契約内容の変更、価格の改定等の結果、および不測の事態等に対

応するため、遺言者の委託した事務の履行に要した対価については、第壱条の限度額を超過

しても、遺言者の他の相続財産からその必要経費をりすシステムに支払ってください。 

四 遺言執行者は、この遺言の執行に際し、代理人を選任して代理人に遺言の執行をさせること

ができます。この場合の代理人の選任は、遺言執行者に一任します。 

第四条（祭祀主宰者の指定） 

遺言者は、遺言者本人の祭祀を主宰すべき者として、前記りすシステムを指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第五条（りすシステムに対する遺言） 

りすシステムは、遺言者のために、その死後事務として、年金その他の社会保険給付等の受

給事務、公共料金等の支払、債務の弁済及びこれらの事務等の執行に必要な官公署等への届

出、申請、公文書原本あるいは謄本等の受領等を行ってください。 

 

以 上    

 

本 旨 外 要 件 

   

＜遺 言 者＞ 

住  所 

職  業 

氏  名             （見本） 

生年月日 

 

＜ 証 人 ＞ 

住  所 

職  業 

氏  名 

生年月日 

 

住  所 

職  業 

氏  名 

生年月日 


